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 編集後記巻頭言巻頭言

　「町内会役員の順番がまわり、会議に出たら、会長にされちゃって、状況を

聞いたら、入ってない人（世帯）が沢山いるので驚いたよ。それも、単身者

ではなく、家族のある世帯だ。隣近所の助け合い、遠くの親戚より近くの他

人と、教えられた世代からは考えられないよな。」そんな友人の話を聞き、ふ

と考えてみた。考えるうちに、今までの自分は、常に組織や活動への「参加

を促す」側にいたことに気が付いた。「参加を促される側」から見たらどうな

のか。

　帰属意識の低下や価値観の多様化、行政による直接サービスの拡大などが、

自治会・町内会の衰退の原因と言われる。しかし、「地縁的繫がり」の組織に、

防災や福祉、行政協力など様々な機能や目的が載せられ、行政に使われて来

たことが、拒絶を招いているのではないか。繋がりの希薄化はどこから生じ

たのだろうか。

　これらに変わって、市民が自主的に参加・参画でき、機能的に活動する組

織として、ボランティアとかＮＰＯが登場してきた。しかし、行政サイドか

ら「協働」が呼び掛けられ、地域と行政の役割分担が語られ、これまた利用

され感がある。

　行政サービス、公共サービスの質と役割が問われているとすると、参加組

織は、共同体か、機能体か、どちらかのみに属する組織はありえない。参加・

参画を求める市民の側も、協力を求める行政の側も、その在り方が問われて

いるのではないか。ニワトリかタマゴか的思考に陥ってしまいそうである。

　基本は、地域のそれぞれの人びとが、安心して安全に安定的な暮らしがつ

くられる ( をつくる ) ことにある。住民・市民の満足度はどこから湧き上がっ

てくるのか。考えているうちに結局「参加を促す」側の発想になってしまった。

　そして、「参加」の問題は解決していない。参加がなくなれば組織も活動も

崩壊する。自治・分権・参加などと、肯定的に使ってきた言葉だが、「参加さ

せられる」ことへの思いが欠けていたのか。労働組合役員の立場でもあり、「参

加したくなる」「参加があたりまえ」となる組織や活動について考えつづけたい。
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（谷本有美子）

　長崎市内の認知症対応型共同生活介護施設のグループホームで火災が発生し、入所者数名が亡
くなった。施設にはスプリンクラーや防火扉が設置されておらず、それが被害を大きくさせた可能
性を消防は指摘する。また長崎市が、建築基準法で定める防火扉の設置を指導していたにもかかわ
らず、運営側が対応を怠っていたとの報道もある。
　「介護を社会化する」をスローガンに介護保険制度が導入され、すでに 10 年以上が経過したが、
在宅介護を優先させる法理念から、施設サービスの充足には程遠い。一方で医療保険の入院日数制
限の余波もあり、施設サービスに頼らなければ生活困難な高齢者は増加傾向にある。
　施設の安全対策は急がれるが、小規模経営の多いグループホームの負担増は、対象者が必要なサ
ービスを受ける機会を損ねる可能性もある。こうした施設の安全対策にこそ、公共事業より優先的
に公金を投じるべきではないだろうか。
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2013 年 1 月 17 日、2012 年度第 1 回神奈川まちづくり研究会が神奈川県地域労働文化会館で開

催された。神奈川大学経済学部の佐藤孝治教授より「被災地の復興の現状と課題－三陸沿岸・仮設

住宅・ガレキ処理－」というテーマで、ご講演をいただいた。以下は、その講演内容をもとに編集

部が作成した原稿に、佐藤氏が加筆・修正したものである。 
 
はじめに 

 
これから、神奈川大学の取り組みとして東

日本大震災の被災地、なかでも私が担当して

いた岩手の三陸沿岸を調査した内容について

お話ししていく。 
東日本大震災について、色々な形で質問を

受けることがある。国内外で東日本大震災に

ついてこれまで 20 回程度講演した。多くの

機会に聴衆の方から「復旧や復興は進んでい

るのか？」ということを聞かれたが、私はい

まだ復旧にはほど遠いのが現実であると答え

てきた。 
また、東日本大震災は東北地方だけが被害

を受けたわけではなく、ご存じのように関東

地方も浦安市で液状化の深刻な被害受けたが、

西日本でも高知県や大分県などで漁業被害が

出た。高知県では、土佐清水市や黒潮町で東

日本大震災の当日に 2m60cm の津波が来た。

大分県南の佐伯市では、2m ぐらいの津波が

来て漁業被害が出た。だから、太平洋側の全

域に被害が及んだというのが実態である。 
神奈川大学経済貿易研究所はかなりの被害

を受けた(文末写真参照)が、幸いなことに人

的被害はゼロだった。応接セットの周辺は普

段人がいるところなので、その時に人がいれ

ば大けがで済まなかっただろうし、書架の間

に人がいれば、倒れた書架で被害を受けた可

能性が大きかった。研究室ではさらに被害が

大きかったところもある。 
神奈川大学の取り組みは５つに分けられる。

第一は、KU 東北ボランティア駅伝というこ

とで、2012 年 12 月半ばまでに累計 2005 名

の学生がボランティアで現地に入った。これ

は首都圏の大学で一番多い人数である。がれ

きの撤去作業、側溝の泥出し、農業支援、足

湯サービス、傾聴作業(仮設住宅に行ってお

年寄りの話を聞くこと)などを行っている。 
第二は、神奈川大学には常民文化研究所や

大学院歴史民俗研究科があるので、文献資料

2012 年度第 1回神奈川まちづくり研究会（2013 年 1 月 17 日） 
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などの復旧支援を行ってきた。具体的には、

気仙沼市大島の漁業関係の資料が塩水につか

り、泥まみれになったので、その塩を抜く作

業、泥を落とす作業等に従事した。 
第三は、津波被災地の現地調査である。工

学部建築学科荏本研究室、経済学部の佐藤研

究室が中心になって調査を行い、また、

2011 年前期・後期、2012 年前期・後期で通

算 22 回の講演会を行った。2013 年も継続

して行う予定である。 
第四に、工学部重村研究室や曽我部研究室

が中心になって、大船渡の漁村などの復興計

画の支援を行っている。 
第五に、OB 首長として福島県知事(経済

学部卒)、石巻市長(工学部卒)、遠野市長(法
学部卒)がいるので、連携しながら被災地へ

の支援を行ってきた。 
全学的に義援金も集めたが、神奈川大学に

は約 1 万 9 千人の学生のうち東北にゆかり

のある学生が数多くいる。東日本大震災によ

って実家の全壊や半壊などの被害を受けた学

生が多数おり、2011 年度だけで授業料の減

免措置が約 3 億 5000 万円であった。 
今後の予定として、神奈川大学では大規模

災害対策センター準備室が 2013 年度から本

格的に動き出すので、大学の事業継続計画を

策定することだけでなく、引き続き被災地の

現地調査や東北大学や石巻専修大学などの大

学が震災の時にどういう対応をしたのかとい

う点についての聞き取り調査なども行う予定

である。 
 
１．津波被災地の実態調査 

 
当初、東北地方の実態調査は、遺体の収容

等の邪魔になるといけないので、建築学会、

土木学会、地域安全学会の申し合わせで 3
月中は抑制していた。2011 年 4 月から 9 月

まで計 8 回、岩手・宮城の津波被災地の実

態調査を行い、2011 年 11 月から 2012 年

11 月まで計 7 回、主に道路などの復旧状況、

仮設住宅、ガレキ集積場の実態調査を行って

きた。通算 15 回現地に入ったことになる。 
私が担当した地域は、仙台市隣接の名取市

から岩手県の久慈市までの間で、特に繰り返

し調査を行ったのは、宮城県南三陸町から気

仙沼市、岩手県陸前高田市から宮古市田老地

区の間である。工学部の先生方は、主に南三

陸町周辺から始めて福島県境までの調査を行

ってきた。 
「神奈川大学はなぜ福島県に入らないの

か」と聞かれることが多いが、震災の直後、

大学の事務局からは大学院生や学部生を連れ

て福島県の被災地調査は認めないと言われた

ので、福島は通り過ぎることしかできない。

そのため、最近は教員だけで南相馬市や相馬

市の現地調査に入ることを検討している。 
 

２．東日本大震災の概要と被害状況 

 
(1) 東日本大震災の概要 

「東日本大震災」は閣議決定の名称で、正

式な学名は「2011 年東北地方太平洋沖地

震」である。工学部の先生は、講演会の中で

もこれを使っているが、市民には「同じもの

なのか」という質問が出るほど紛らわしいの

で、市民向けには統一して使った方が良いと

思っている。津波は合計で７波来た。３つの

震源が連動して動いて、結果として５分以上

揺れが続くものになった。 
2011 年 3 月 2 日から 4 月 1 日までの地震

の活動分布をみると、今日に至るまで基本的

に変わっていないのは、岩手県から茨城県境

まで地震が多数発生していることで、房総沖

から伊豆半島沖までの部分にぽっかり穴があ

いている。この空白域にはプレートのひずみ

が蓄積されていて、房総半島沖の地震や富士

山などの火山噴火のリスクが大きいのではな
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いかと考える根拠となっている。 
被害状況をみると、約 18,500 人が亡くな

った。現在でも 2,800 人くらいが行方不明の

ままである。しかし負傷者は 6000 人と多く

はない。これは、津波にいったん飲み込まれ

ると助からないということを意味している。

岩手でよく言われる「津波てんでんこ」とい

う言葉に示されているように、逃げるしかな

いということである。 
死者・行方不明者に比較して少ない負傷者

について注意しなければいけないのは、

2004 年に公表された首都直下地震について

の政府の被害予測では、負傷者が 24 万人に

のぼるという数字が出されていたことである。

東京、神奈川、千葉、埼玉ということを考え

ても、このうち 3～4 万人がおそらく ICU
での治療が必要な重体患者になると思われる。

首都圏の医療機関でそれに対応できるのかど

うかは深刻な問題である。 
東日本大震災の際は 6000 人程度の負傷者

でも東北の病院は非常に混乱した。病院その

ものが被災して医療活動が行えないところも

多かった。首都直下地震を考える時、24 万

人という人数は想像を超えた恐ろしいもので

ある。 
自衛隊・消防・警察等が救出した人数はか

なりの人数である。ここで注意が必要なのは

72 時間以内に自衛隊が救出した人数が約

17,000 人いるということである。阪神淡路

大震災の時のように出動が遅れていたならば、

このうち半分くらいの方が亡くなっていた可

能性が高いとみておかなければならない。3
月中旬は、仙台で零下、三陸沿岸でも寒いと

ころは非常に寒くなる。津波に流されてずぶ

ぬれの状態で、暖房もなく、食料もないとい

うことで、救出が遅れていたならば助からな

かった可能性が非常に大きい。 
自衛隊の部隊等の派遣状況については、史

上最大の部隊派遣と言われている。最大派遣

人員は自衛隊 10 万 7000 人、阪神淡路大震

災の時は一番多くても 2 万人だったので、

今回いかに多数の動員が行われたかというこ

とがよくわかる。 
医療チームも、累計で医師等約 12,000 人、

保健師等約 11,000 人が派遣された。横浜市

や川崎市からも多数の医療関係者が行かれて

いるので、このあたりのところもきちんと捉

えておく必要がある。アメリカを含めて海外

からの支援受け入れも、今回は阪神淡路大震

災の時と比べて比較的スムーズにいった。 
 
(2) 東日本大震災の被害額 

内閣府が発表した東日本大震災の被害額推

計は 16 兆 9 千億円となっている。私はこの

被害額をそのまま使うべきではないと思って

いる。なぜかというと、これはストック（建

築物、ライフライン施設、社会基盤施設等）

の被害額の推計であって、フロー被害として

の財政・金融、産業、流通、国際収支などは

この中に含まれていないからである。 
たとえば 3 月 11 日から 4 月 20 日前後ま

で日本の自動車メーカー全社で生産ができな

かったが、アメリカの自動車メーカーも日本

からの部品供給が間に合わなくて、GM やフ

ォードで生産が止まる寸前まで追い込まれた。

そういうところが、この数字の中に出てこな

い。実際の被害額と違うということで、この

被害額推計には注意が必要である。 
また、阪神淡路大震災の被害額 9 兆 6 千

億円、東日本大震災約 17 兆円という数字が

出ているが、社会基盤施設（幹線道路、港湾、

下水道、空港等）の被害額が阪神淡路大震災

の時とまったく同じである。阪神淡路大震災

の時はだいたい 30 ㎞圏内で出た被害で、東

日本大震災の青森県から千葉県まで含めて約

500 ㎞圏内で起こった被害が同じ被害額とな

るのには疑問を持たざるを得ない。 
この数字が実際の被害額の半分や 3 分の 1
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しか出されていないとすると、被害額はこれ

を上回って 20 兆円をはるかに超える可能性

が大きい。そうすると追加増税が行われる可

能性が非常に大きいということを頭の中に入

れておく必要がある。これから復興予算をど

う確保するのかを考えると、この疑問は数年

経つと現実味を帯びてくる可能性が大きい。 
 

３．岩手三陸沿岸の津波被災地の実態 

 

（1）岩手三陸沿岸の被災状況 

岩手三陸沿岸の津波被災地の実態というこ

とで、宮古市田老地区、山田町、釜石市、陸

前高田市の４つの地点を中心に見ていく。岩

手県の死者は 4,671 人、行方不明者 1,194
人で宮城県と比較して死者は半分くらいだが、

それでも被害が甚大であることに変わりはな

い。人口減少の著しい市町村として大槌町、

陸前高田市、山田町があって、10％以上の

人口が減少した。そうすると税収等に非常に

大きな影響が出てくるので深刻である。 
警察庁・岩手県資料をもとに整理すると、

2012 年 10 月 31 日現在で、岩手県で死者・

行方不明者がもっとも多いのが陸前高田市で、

次に大槌町、釜石市が続いている（13 頁資

料）。人口に占める割合では、大槌町が

8.4％、陸前高田市が 7.4%で多い。2011 年

10 月 31 日の人口を前年同時期の人口と比べ

ると、大槌町で 17％、陸前高田市で 13%の

人口が減っている。死者・行方不明者も含ま

れるが、それ以外に仕事がなくなって、ある

いは住むところがなくなって、市外に流出し

ている人たちが相当数出ていることがわかる。

これに 10%に近い山田町も含めていいと思

うが、自治体機能の喪失だけでなく、地域社

会の解体の危険性が見えてくる内容である。 
 

①宮古市 

宮古市田老地区(旧田老町)は、明治三陸大

津波（1896 年）や昭和三陸大津波（1933
年）で甚大な被害を受けており、昭和三陸大

津波の後に作り始めた防潮堤、「田老万里の

長城」を約 40 年かけて建設し世界的にも有

名になった。 
「津波防災の街宣言」を出して、世界中か

ら見学者が来ていた。これまで備えは万全と

言われてきた。2010 年に大船渡で地域安全

学会が開催された時に大学院生と行ってきた

が、非常に立派な高さ 10m の防潮堤があっ

た。防潮堤の中に町並みがある。X 字型の防

潮堤と防潮堤の間に漁業施設がつくられてい

た。居住地域は、防潮堤のすぐ側まで迫って

いる状態だった。これで安全だと思われてい

たが、3 月 11 日には防潮堤の一部が破壊さ

れ、防潮堤の他の部分では津波が乗り越えた。 
こんなにもろいものかと当初は思ったが、

後で調べてみると田老地区の防潮堤は堅固な

もので非常に壊れにくい構造だった。他の地

域では山砂の表面をコンクリートで固めただ

けのところもあったが、田老地区では石や粘

土質の土も混じった土台部分をコンクリート

で固めていた。防潮堤の際まで住宅が迫って

いたが、鉄筋コンクリートや鉄骨の建物以外

はほとんど流されてしまった。 
2011 年 4 月 8 日の段階では、青森の陸上

自衛隊が遺体の捜索を行っていた。ほぼ 1
ヶ月経って、がれきを取り除き土を掘り返し

て遺体の捜索をやっているという状態にあっ

た。2012 年 4 月には、防潮堤の内側に巨大

なガレキ集積所が完成していた。1 ㎞ぐらい

の長さのところにフェンスが張り巡らされて、

フェンスの内側には分別されていないガレキ

が野積みされていた。重機を使いながらガレ

キを持ちあげて、人力で分別が徐々に始まっ

ているという状況だった。 
 
②山田町 

山田町は死者・行方不明者 753 人で、人
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口が 4.1%減少した。津波後の火災で気仙沼

と同様に町の中心部が焼失した。防潮堤に甚

大な被害があった。山田湾の水産養殖は壊滅

したが、現在は徐々に復旧してきている。山

田町はラムネの口のような入口から奥に深い

山田湾を抱えている。震災前は波も静かで風

光明媚なところだった。 
町立山田病院は、海から約 1 ㎞離れたと

ころにあるが、平地にあるので２階部分まで

津波の被害を受けて、震災直後は医療機関と

しての機能を喪失してしまった。 
液状化によって漁港が破壊された。防潮堤

がいとも簡単に倒れた。砂や土の中に固定す

るものが何もなかった。砂の上にコンクリー

トの塊を並べて、ニカワのような接着剤で横

を繋いでいただけだった。だから、液状化や

津波の圧力でもろくも倒壊した。山田町の中

心部にあった壊れた防潮堤のブロックが 5
月中に跡形もなくなってしまった。私たちが

6 月に行った時には完全になくなっていた。 
町の中心部が火災で焼け野原となったが、

津波と火災の中で土蔵は少なくとも外観だけ

は生き残っていた。土蔵は構造物として非常

に耐久性のあるものとして作られているとの

印象を持った。 
山田町には、山田湾ともう一方に船越湾が

あって船越半島がある。この間の平地部分は、

両方から津波を受けた。ここでも高さ 10m
あるコンクリート製のブロックが固定される

ものもなく、砂地の上に置かれていただけで

あった。現在は、そこに土嚢で仮防潮堤が作

られている。 
山田町立船越小学校は、海抜 12m のとこ

ろに校庭があり、学校施設は避難所にもなっ

ていた。震災直後 200 人くらいいたところ

に 20m 以上の津波が来た。体育館の中にも

80 人くらい避難していたが、学校用務員の

機転で裏山に逃げて被害はゼロだった。 
この小学校は 2012 年 2 月に解体されて、

11 月の段階では小学校の裏山を切り崩す工

事が行われていた。元の場所を 5m から 8m
くらい盛り土して小学校が再建される予定で

ある。  
「田の浜地区」は、民俗学者柳田國男の

「遠野物語」第 99 話にも出てくる場所であ

るが、昭和三陸大津波の後に高台移転した。

高台移転したところは、今回も津波の被害を

受けずに残っている。1000 年に 1 度といわ

れる津波で、前面に立っている家の 1 階部

分は窓ガラスが壊れたりしたが、奥にある建

物には被害が全くなかった。 
昭和三陸津波から時間が経って記憶が薄れ、

高台移転した跡に作られた住宅や施設は今回

の津波で完全に流されてしまった。その低地

にあった避難所に避難していた人たちは流さ

れてしまった。 
 
③釜石市 

釜石市は 1,041 人の死者・行方不明者を出

した。特に、鵜住居地区は壊滅的な被害を被

ったが、学校にいた子どもたち全員が助かっ

たということで「釜石の奇跡」として有名に

なった。釜石の犠牲者のうち、600 数十人は

鵜住居地区の人たちであった。 
テレビでは高台から撮った釜石港に迫る津

波の映像がよく出てくるので、釜石の中心部

で多くの犠牲者が出たように思うが、実は違

う。新日鉄釜石の施設も港に近い部分は被害

を受けたが、内陸にある工場は被害を受けて

いない。 
三陸高速道路の釜石－鵜住居区間は震災直

前の 3 月 6 日に開通した。国道 45 号線が鵜

住居地区で不通になった中で、開通したばか

りの高速道路が緊急輸送路や避難道路として

使われた。 
一つ問題提起したいことは、公共事業のあ

り方として高速道路建設をやめるべきだとい

う議論があるが、紀伊半島や四国の場合、三
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陸のリアス式海岸と同じように高速道路が防

災上非常に大きな意味を持つということであ

る。 
釜石中心部の反対側の唐丹町は風光明媚な

地域で、国道 45 号の上から見ると一見何も

なかったように見えるが、12.5m の高さの

防潮堤が部分的に倒壊した（「自治研かなが

わ月報 2011 年 8 月号」表紙の写真）。なぜ

倒れたのかというと、高さ 12.5m の防潮堤

を想定外の大津波が乗り越えて内側から破壊

したと考えられる。唐丹町の住宅は基本的に

高台にあり、防潮堤の内側に商店や住居など

があったが、死者はほとんど出なかった。 
 

④陸前高田市 

陸前高田市は 1,776 人が犠牲者となった。

地盤沈下による影響は相当に深刻である。陸

前高田を流れている気仙川に架かる気仙大橋

が津波で完全に流されてしまったために、国

道 45 号線の交通は数ヶ月間寸断されたまま

であった。2011 年 7 月 13 日に仮設橋が完

成した。仮設橋ができるまでは内陸に行って

山間部を通らないと気仙沼に抜けられなかっ

たので時間が大幅に短縮された。 
復興商店街はいろいろなところにできてい

る。市役所や避難所になっていた市民会館で

数百人の方が亡くなったが、現在でも建物は

そのままで残っている状態である。ガレキは

町の中心部に依然として残っている。体育館

は 11 月になってようやく解体工事が始まっ

たところである(本号の表紙写真にあるよう

に、2013 年 2 月 8 日から市役所の解体工事

が始まった)。 
 

(2) 防潮堤の被災状況 

被災地の防潮堤をずっと見てきた中で、防

災ではなく、減災を基本とすべきだと考える

ようになった。減災とは、ある意味で「逃げ

るしかない」と考えなくてはいけないという

ことである。岩手県北部にある普代村の

15.5m の防潮堤で津波を阻止したというの

を震災後にマスコミは取り上げていたが、普

代村を全国のモデルにするのは非現実的だと

思う。財政的な制約だけでなく景観問題もあ

る。 
防波堤や防潮堤は、津波の到達時間を遅ら

せたり、破壊力を減衰させる効果はあるが、

それ以上のものではないということである。

どうしてそれ以上のものではないかというと、

逆に防潮堤が存在するために、海面の変化や

津波の到達を知ることができなかった事例が

多数あった。それが避難の遅れにつながった。 
普代村の 15.5m の防潮堤は非常に高く、

ヨーロッパ中世の城郭都市のような雰囲気だ

った。15.5m の防潮堤のほぼ上まで津波が

来たけれども、若干乗り越えて流れ落ちたぐ

らいで、家を壊すような破壊力はなかった。

だから効果があったと言われるが、たかだか

250m 程度の長さの防潮堤であり、これを全

国につくるというような発想を持たない方が

良いと思う。リアス式海岸の非常に複雑な地

形のところでは効果を発揮するかもしれない

が、それ以外の平野部では現実的な選択肢で

はない。 
 
(3) 鉄道インフラの被災状況 

三陸沿岸にある気仙沼線は壊滅的な被害を

受けたが、鉄道を再建する場合、津波被害を

受けない内陸部に新たに敷設することが原則

だと思う。気仙沼で始まった BRT(Bus 
Rapid Transit ※注)というバスの代行システ

ムのメリット、デメリットについては、総合

的な検証が必要ではないかと思う。 
人口減少・高齢化時代のまちづくりの中で、

交通システムのあり方は総合的に考える必要

がある。元あった鉄道を再建してくれという

住民の声は強いが、今後のまちづくりとして、

あるべき姿ではないと思う。BRT が走って
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いる区間を見たが、それほど効果的なものか

どうかは慎重に検討する必要がある。 
 

(4) 津波の遡上による被災 

津波の遡上による被災は、神奈川県も考え

るべき問題だと思う。津波は河川だけでなく、

国道など道路も溯上してきた。この事実をき

ちんと押さえておく必要がある。東北を代表

する北上川の場合、上流 45 ㎞まで遡上した。

実際の被害は河口から 10 ㎞付近までだった

が、地形（海底を含め）を十分に検討して津

波対策を考える必要がある。単純にどこにも

同じ津波が来るということではないというこ

とである。 
南三陸町の国道 45 号線沿いに小さな河川

がある。その河口からだいたい 2.8 ㎞ほど内

陸に入った海抜 20m 前後の付近まで津波は

上がってきた。津波最高到達地点の宮古市姉

吉の近くの高台に千鶏小学校がある。小学校

の海抜は 28ｍぐらいであるが、津波は校庭

をなめるように走って一階部分の教室に被害

を与えた。 
 

４．東日本大震災の社会経済的な影響 

 
(1) 大震災の発生から 1年 10 カ月 

東日本大震災の発生から 1 年 10 カ月が経

って、自動車等主要産業の生産はほぼ回復し

ているが、サプライチェーンの寸断というこ

とが非常に大きな問題として出てきた。歴史

的な円高の中で、サプライチェーンが壊れる

と競争力にも影響するので、基幹部品の生産

まで海外移転の可能性が出てきたのかもしれ

ないという印象を持っている。エネルギー確

保の問題も先行きが読めないという不安な状

態が続いている。そういう点で、東日本大震

災は、巨大地震、大津波、原発事故の広域複

合災害という基本的なものに、風評被害と政

治被害という５つの要因が重なり合っている

と考えている。 
 

(2)大震災の被害とインフラ等の復旧状況 
3 県のガレキ撤去率は 10 月末でだいたい

84%となった。交通インフラもほぼ高速道路

は正常化しているし、国道も 99%が復旧し

た。県道はまだ若干通行止めの区間が残って

いるが、鉄道は気仙沼線等の沿岸部のものを

除けば、ほぼ回復している。新幹線、空港は

震災以前の状態に戻っている。しかし、港湾

施設は地盤沈下の影響が非常に深刻で、漁業

活動の再開にも支障となっている。 
 

（3）サプライチェーン網の寸断 

サプライチェーンの寸断により、国内の自

動車メーカーでは 2011 年 4 月中旬まで生産

がほぼ停止していたが、アメリカの自動車産

業にも影響を与えたということで、この問題

は 2007 年の新潟県中越沖地震の場合よりも

さらに深刻な状態を生み出した。 
それから流通や物流に与えた影響という点

では、食料と燃料の供給体制の停止は深刻な

影響を与えた。3 月 11 日は仙台でも最低気

温が氷点下 4 度くらいで、三陸の沿岸部で

も気温が低かったが、これは命の危険をもた

らす可能性があった。沿岸部の多くのスーパ

ーやコンビニ店舗が被災したことは、メディ

アで余り大きく取り上げられていなかったが、

高齢社会における食料の供給体制を考える上

で重要な意味を持っていると思う。 
今回の大震災で分かったことは、東北は農

業や漁業の供給基地であるだけでなく、自動

車部品や電子部品の世界的な供給基地である

ということである。それがなぜ可能かという

と東北新幹線や東北道の開通、大規模な河川

が多く水が豊富であるからである。また、東

北の人たちの我慢強さ、まじめに働く性質、

賃金水準などが企業から非常に評価されてい

る。トヨタ自動車も典型的にそうである。そ
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うしたことから、自動車産業の拠点が九州に

次いで今確立されつつある段階にある。 
 

(4) 医療・福祉の問題 

高齢者は様々な薬の処方を受けて飲んでい

る人が多い。調剤薬局のサプライチェーンが

寸断されてしまうと、薬を服用する高齢者の

命にかかわる問題となる。薬は地域で 2 週

間ぐらいの予備を持つような形にしていかな

いと、今後の大規模災害を考えた時に非常に

大きなリスクとなる可能性が大きい。 
雇用対策や生活保護の問題は、極めて深刻

な状況にある。漁業や水産業従事者は一時的

にも他産業に移動しない、つまり産業間の移

動ということに消極的であるという特徴があ

る。このことが雇用問題などを一層複雑な問

題にしている。 
 
(5) 遺体処理の問題 

遺体処理の問題も極めて重要である。自治

体の地域防災計画の多くでは、遺体の取り扱

いについて土葬の可能性に言及しているが、

石巻市や東松島市での仮埋葬としての土葬は、

戦後のわが国における大規模地震で初めての

経験となった。伊勢湾台風や洞爺丸事故の時

の遺体処理では、実際に野焼きが行われてお

り、映像も残っている。この問題が首都直下

地震などの発生時へ示唆することは、仮埋葬

する用地の確保ができるのかどうかというこ

とである。今後発生する大規模地震が阪神淡

路大震災や東日本大震災のように冬場に起こ

るかどうかはわからない。夏に起こった時に

どうなるのか。斎場施設の絶対的な不足の問

題もある。ゼミの学生たちが首都圏の斎場施

設の調査を行ってきたが、おそらく首都圏で

は 1 万数千人の死者が出た場合、遺体の処

理は 2～3 ヶ月では終わらない問題となるだ

ろう。 
 

(6) 大震災における死因 

阪神淡路大震災も東日本大震災も、60 代

から上の高齢女性の死者が圧倒的に多かった

が、今回は津波ということでその傾向がより

顕著になった。いったん津波に飲み込まれた

場合、もちろん男性でも助からないことは多

いが、男性の場合は何とかもがいて水面に出

て助かった人たちがいる一方で、高齢女性の

場合は致命的である。阪神淡路大震災の時に

は 20 代の男女の死亡が高齢者に次いで突出

していたが、これは大学生の死者が多かった

ことが原因である。 
関東大震災、阪神淡路大震災、東日本大震

災と比較すると、災害によってそれぞれ死因

が大きく違っている。関東大震災の場合

87%が火災、阪神淡路大震災の場合 83%が

圧死や窒息、東日本大震災では 92％が溺死

であった。首都直下地震の場合は、関東大震

災と阪神淡路大震災をミックスしたような被

害が発生するだろう。 
 
(7) 被災地支援の問題 

被災地支援の問題では、ボランティアの人

数が 2011 年末の段階で 75 万人ぐらいとい

うことで、阪神淡路大震災に及ばなかったと

いう数字が出ているが、2012 年にはさらに

減少した。阪神淡路大震災との違いは、企業

や大学の動きもそうであるが、自治体による

広域支援ということで関西広域連合や首都圏

自治体の動きなどがあったことである。たと

えば横浜市や川崎市が仙台市に入ったように、

広域支援が活発に行われていた。大学の動き

も文部科学省がボランティアに参加した学生

を欠席扱いしないように、と大学向けに通達

を出したことで大幅に増加した。 
被災地支援のあり方としては、赤十字を通

じた義援金配付の遅れに社会的な批判があっ

た。私のゼミでは目的の明確な寄付というこ

とで、岩手県の震災遺児育英のための義援金
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にゼミ生と私で震災以来 4 回合計 20 万円寄

付した。学生たちがほぼ 10 万円寄付してい

る。ゼミ生一人当たりでは数百円に過ぎない

が、合計で見るとゼミ生の義援金は大きな金

額になった。消費や企業進出による支援とい

うことで様々な動きがあるが、今後検討すべ

き重要な内容だと考えている。 
 

（8）復興戦略・復興構想について 

経済学者から復興構想について批判が出る

のは、マクロ経済学の専門家が一人も復興構

想会議のメンバーに入っていないことに関し

てである。その通りだと思うが、数式だけ駆

使して復興構想が作れるのかというとそれも

また実態には合わないだろう。一人か二人、

復興構想会議メンバーにマクロ経済学の専門

家を入れても良かったのではないかと思うが、

そこが民主党政権の度量というか、見識が問

われる部分になるのではないかと考えている。 
 
（9）復興増税 

復興増税の問題というのは当然避けて通れ

ないが、被害額が大きいということで追加増

税が出てきた時にどうするのかという問題が

あるとともに、民主党政権が増税の償還を

25 年間にしたということは、現役世代より

も若者や子どもたちに多大な負担をさせるこ

とにつながる。 
これについては疑問に思う。25 年間に次

の大規模災害が起こらないかといえば、そう

は言えないだろう。阪神淡路大震災から東日

本大震災まで 17 年しかなかった。このあた

りの問題は、若者や子供たちの将来を奪うこ

とにもつながりかねないということを見てお

く必要がある。 
 

５．復旧・復興の課題 

 
（1）仮設住宅の現況と問題点 

仮設住宅については、2011 年秋の段階で

数量的にほぼ確保された。ところが仮設住宅

の質的な面は問題があって、施工業者間での

ばらつき、品質に差がある。それから東北以

外の地域の会社と東北の地元の会社では寒冷

地への認識が全然違う。2012 年 6～8 月に

仮設住宅のヒアリングに行った際に、ちょう

ど仮設住宅に風呂の追いだき用の施設が付け

られている最中だった。関東の寒さと岩手や

宮城・青森などの寒さは全然違う。追いだき

のできない風呂については批判が強かったの

で、一斉に仮設住宅に追いだき用の設備が付

けられた。 
寒冷地の気候条件を知っているか知らない

かということで、床下から入ってくる冷気や

湿気によるカビが生えるという問題について、

恐ろしく認識が低かったとしか言いようがな

いものである。 
それから暖房器具として、エアコンと電気

ストーブ等が提供されているが、光熱費は自

己負担なので、ヒアリングした 70 代～80 代

の方々は一様に昼間は暖房をつけないで我慢

して過ごしているということだった。宮古市

は岩手県北部に位置するので南部よりも寒い。

あの寒さの中で、暖房を入れないでこたつの

蒲団だけにくるまって厚着して過ごすという

のは、高齢者にとってすごく酷いことである。 
仮設住宅や復興住宅の用地の問題で、リア

ス式海岸のところでは平地がもともと少ない

ために、山間部を切り崩して用地をつくるの

かどうかが問題になっている。しかし、人口

減少、高齢化が進んでいるということで、空

き家や荒廃した耕作放棄地が増えているが、

そういうところを用地として使うことを考え

る必要があるのではないか。よく言われるコ

ンパクトシティの考え方を人口減少・高齢化

の進んだ東北の被災地でも取り入れていくべ

きである。山を切り崩して、木を倒して仮設

住宅や復興住宅を建てるのは疑問に感じる。 
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高齢者の孤独・孤立問題も深刻である。阪

神淡路大震災の経験を活かして、新潟中越地

震や新潟中越沖地震の場合も仮設住宅とか復

興住宅の作り方に工夫がされた。しかし、釜

石市中心部に近い車で 10 分弱のところにあ

る大規模仮設住宅にはだいたい 700～800 戸

あるが、神戸と同じような問題が起こってい

る。いろんな地域の人、釜石だけでなく大船

渡とか陸前高田からも被災者が入っている。

お互いに知らないから口を利かない。知らな

い人ばかりだから、家の中に引きこもってし

まい、孤立するという問題がある。そういう

中で、東日本大震災でも孤独死や自殺が問題

になりつつある。 
格差の顕在化ということで、地震保険や生

命保険に入っていたかどうかによって、同じ

仮設住宅に入っている人たちの中でも、非常

に大きな経済格差が生まれてきているようで

ある。マスコミはまだほとんど取り上げてい

ないが、大きな問題になりつつあるという認

識を持たないといけない。 
仮設住宅は 99.7％が完成しており、完成

していないのは福島の沿岸部だけである。 
 

（2）首都直下地震による被害想定 

2004 年に公表された首都直下地震の被害

想定では火災が起きて避難所生活する人が約

460 万人出るとされているが、おそらく

2013 年初めに公表される被害想定はもっと

浅いところで直下地震が起こるという前提で

被害規模の想定が大きくなると考えられる。

全壊・焼失が増える、避難所生活者も増える

ということになるが、首都直下地震の被害想

定を考えると阪神淡路大震災の時と比べて

10 倍以上の仮設住宅が必要だと単純に考え

てもわかる。新潟中越の 40 倍以上、東日本

大震災は 5 万 2 千戸の仮設を作っている。

40～45 万の人が避難生活をしてきた。460
万人を考えた場合にどうなるかというと、東

京に仮設住宅や復興住宅を建てるような土地

はほとんどない。仮設住宅は、皇居前広場と

か、代々木公園、駒沢オリンピック公園、上

野公園等に作られるだろう。関東大震災の時

も皇居前広場や上野公園に仮設住宅があった。

今回、首都圏に生きる我々が真剣に考えなく

てはならないのはこの問題であろう。太平洋

戦争中と同じように、高齢者と子どもを地方

に集団疎開をさせることも想定しないといけ

ないだろう。 
関東大震災の死者数は、以前の教科書に載

っていた 14 万人から、現在の教科書では 10
万人に変化した。ここで大きな意味があるの

は、今井清一先生の「横浜の関東大震災」に

つながることであるが、横浜で 4 万 3 千人

亡くなった。14 万人のうちの 4 万 3 千人と

比べると、10 万人のうちの 4 万 3 千人では

意味が違ってくる。 
横浜は直下型地震に非常に弱い。しかも関

東大震災の時の横浜市の市域は現在の約 7
分の 1 で、人口もはるかに少なかった。首

都直下地震が起こった時に東京だけが大きな

被害を受けるのではなくて、横浜や川崎など

の都市部も非常に大きな被害を受けると考え

ざるを得ない。 
 
（3）ガレキ処理の進捗と問題点 

ガレキ処理の問題は、当初言われていたよ

りもガレキの総量は 1800 万トンと少なくな

ったが、福島での処理は遅れている。釜石市

と宮古市でガレキ処理を調査したが、徹底的

な分別処理が行われており、放射性物質対策

も厳格に実施されている。今朝の日本経済新

聞に横須賀で実施された世論調査の結果が出

ていたが、岩手の漁網を受け入れ焼却処分す

ることに反対意見が多い。 
ここに労働組合のひとつの役割があるので

はないかと考えている。行政側だけでは信用

しないが、住民と共に労働組合も検討して問



被災地の復興の現状と課題　11

 11

題がないということになれば、ガレキの受け

入れに対する見方は変わってくるのではない

だろうか。 
大事なのは、岩手県・宮城県と福島県の違

いである。福島のガレキはすべて県内処理で

県外への持ち出しはない。昨年 8 月に九州

の佐賀県立名護屋城博物館で講演した際にも、

釜石市や宮古市と東京のどちらが福島第一原

発から遠いのかと尋ねると東京の方が遠いと

答えた方が多かった。実は、釜石市や宮古市

の方が福島第一原発からの距離が遠いのであ

る。風の向きから考えてあの辺に放射性物質

が降り注いでいる可能性はほぼないだろうと

思われる。それなのにあえて反対するのはど

ういうことなのか。黒岩知事の最初の対応に

も問題があったようであるが、地域住民によ

る拒絶反応というのは度を越しているのでは

ないかと考える。 
ガレキ処理の進捗状況は、環境省データを

もとに整理すれば、ガレキがガレキ仮置き場

に搬入されている割合は、岩手 87％、宮城

87％、福島 60％となっている。福島は手が

つけられない部分があるので、平均して

84%になっている。分別処理や焼却がどれく

らい行われているかというと、10 月 31 日現

在で、岩手でまだ 4 分の 1、宮城 3 分の 1、
福島に至っては 6 分の 1 ぐらいしかない。

全体で 30％弱である。だから広域処理の問

題は、当初よりガレキの総量が減ったとはい

え、今後の大規模災害を考えた時、我々が訓

練しておく場として重要な機会ではないかと

考える。 
釜石市の災害廃棄物処理は非常に恵まれた

状況にある。新日鉄釜石があって、もともと

大規模な焼却施設を持っていた。だから陸前

高田市、大船渡市、大槌町、山田町のガレキ

を受け入れて焼却処分することができる。し

かし、宮古市はそういう施設を持っていない。

宮古市のガレキを静岡県島田市や北九州市が

受け入れるという背景になっている。そこの

部分を見ておかないといけない。 
首都直下地震が起こると、想定されるガレ

キの総量は 8300~9000 万トンで、神奈川だ

けで 2000 万トンという東日本大震災を超え

るガレキが出ることが予測されている。この

処理を神奈川だけでできるかというと何十年

かかってもできないのは自明である。関東大

震災のガレキを埋め立てして作られた山下公

園のように埋め立てをするにしても、東京湾

の中に山下公園を何十個も作るという非現実

的な話になってしまう。 
来るべき大規模災害を考えた場合に、放射

性物質のチェックや不安を除去し住民への情

報開示を確実にしながら、東日本大震災の被

災地のガレキ処理に協力していくことはやは

り道理に適っているのではないだろうか。東

京のガレキも全国の自治体で受け入れないと

いけない状況で、東日本大震災のガレキ受け

入れに反対した神奈川のガレキを受け入れて

くれと主張するのは難しい問題である。 
 
６．被災地調査から見えてきた課題 

 
(1) 自治体機能の喪失と NPO 活動の意味 

東日本大震災で津波により多くの自治体職

員が犠牲になったところとして、南三陸町、

女川町、陸前高田市、大槌町などがある。自

治体や地域が混乱した中で NPO が果たした

役割はきちんと評価されるべきだが、懸念す

べき事態や問題も発生している。 
山田町で北海道の NPO がお金を持ったま

ま消えていなくなってしまったとか、釜石で

は他県から来た NPO が後から来た NPO を

排除するなどの主導権争いが生じているとい

うことも耳に入っている。これは阪神淡路大

震災の時にもあったことであるが、阪神淡路

大震災の時には自治体機能の喪失までいかな

かったので目立たなかった。今回はそれが非
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常に目立っている。 
NPO が自治体業務を代行をするというよ

うな事例も生まれているが、法的な問題の検

討や NPO の役割の客観的な検証も必要にな

っているのではないか。逆にいえば NPO は

正義の味方であるという単純な見方をするだ

けでは済まない事態が起こっていることに留

意する必要がある。そうしないと、首都直下

地震の場合は津波の影響はほとんどないにし

ても、東京、横浜、川崎など大都市の自治体

では交通機関がマヒしてしまったら、職場に

通勤できない職員が半数以上を占めることに

なるだろう。だから、交通機関の寸断による

自治体機能の一時的な喪失もあり得る。津波

でなくとも同じような問題が起こる可能性あ

るということを想定しておく必要がある。 
 

(2) 震災の記憶を伝え続けること 

昨年の夏以降、震災の記憶を伝え続けるこ

とということで、津波到達点に石碑や慰霊碑

などの建立が行われ始めているが、過去の津

波も含めて再点検が必要である。また、小中

高の教育だけでなく、大学教育でも防災・減

災をきちんと位置づける必要がある。戦前の

国定教科書で取り上げられていた浜口梧陵の

「稲村の火」が 2011 年 4 月から小学校の副

読本として再登場した。これが数年早かった

らもう少し犠牲は少なかったのではないかと

思うと非常に悔やまれる。 
1995 年の阪神淡路大震災の時に関西経済

同友会が出した緊急提言の中にこういう表現

がある。「今回の大災害を、日本全体に蔓延

する危機意識の欠如に対する重大な警告であ

り、安全保障に対する貴重な教訓としてとら

え直し、歴史的に位置付け、そこから生まれ

る反省を将来に生かす」という 17 年前に言

われた指摘が 2013 年の今日でもまだ生きて

いると考えざるを得ない。 
 
※注：バス高速輸送システム。バス専用道を設け、

高速・高頻度にバスを運行するシステムで、廃線に

なった鉄道の代替として導入される場合がある。 
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人 口
(2010/10/1)

死者･行方
不明者数

死者･行方不
明者の割合

家屋倒壊数
(棟)

人口減少
(平22/平23)

陸前高田市 23,300 1,776 7.6% 3,341 -13.1%

大船渡市 40,737 420 1.0% 3,629 -4.0%

釜石市 39,574 1,041 2.6% 3,652 -5.8%

大槌町 15,276 1,276 8.4% 3,717 -17.0%

山田町 18,617 753 4.1% 3,167 -9.2%

宮古市 59,430 516 0.9% 4,675 -2.5%

岩手県合計 1,330,147 5,865 24,238 -1.3%

岩手県の人的被災・建物被害の状況

出所：警察庁・岩手県資料をもとに作成

自治体機能の喪失だけでなく、地域社会解体の危険性

東日本大震災による津波被害調査
久慈市

普代村

田老地区

宮古市

山田町

大槌町

釜石市

大船渡市

陸前高田市

気仙沼市

南三陸町

女川町
石巻市

塩竃市

仙台市若林区

名取市
10

〔資料〕　　                                     ※出所：図表作成及び写真撮影はいずれも佐藤教授による。
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14陸前高田市の被災状況・市役所 (2011年4月)

63

陸前高田市の仮設住宅 (2012年4月)
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36田老地区の復旧状況とガレキ集積場 ( 2012年4月)

57

山田湾と船越湾の間に作られたガレキ集積場 (2012年2月)

住宅地のすぐ側にガレキ置き場
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69

宮古市津軽石のガレキ集積場 (2012年4月)

68

ガレキ処理の進捗状況
(環境省 2012年10月31日) (千トン)

災害廃棄物
推計量

3,947 12,004 2,073 1,8024

搬入量 3,437 10,472 1,246 15,156

搬入率 87% 87% 60% 84%

処理・処分
量

1,030 3,974 371 5,375

処理・処分
割合

26.1% 33.1% 17.9% 29.8%

津波堆積物
推計量

1,304 6,722 1,534 9,560

仮置場
搬入済量

1,038 3,929 584 5,552

搬入率 80% 58% 38% 58%

岩手県 宮城県 福島県 ３県合計
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【被災地自治体派遣職員の声：川崎市職労から】 

 
 
 
 
 
 
川崎市から宮城県女川町へと派遣された被災地自治体派遣職員を対象に、 
 
現地で行われたインタビュー記事を川崎市職労からご提供いただきました。 
 
次頁以下に内容を転載します。 
 
 
 
 
 
〈出所〉 
１．川崎市職労機関紙 2013 年 1 月 5 日号（新 8 面） 
２．    同       1 月 10 日号（5 面） 
３．    同       1 月 25 日号（４面） 
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再生めざす町の支援に

▲

海で亡くなった御霊の鎮魂と
無事故を祈る祈念碑の前に立つ
堂賀さん。この碑は堂賀さんが
デザインした

▲

２０１２年１１月から女川町への派
遣に就いた有留さん。取材当時
有留さんは派遣されてまだ１０日
目だった

川
崎
か
ら

女
川
町
へ

急
が
れ
る
港
の
復
興

震
災
か
ら
の
復
興
に
取
り
組
む
各
自
治
体
に

は
、
川
崎
市
を
は
じ
め
全
国
か
ら
職
員
が
派
遣
さ

れ
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。
仲
間
が
応
援
の
業
務

に
就
く
自
治
体
で
、
現
況
や
仕
事
に
つ
い
て
話
を

聴
こ
う
と
宮
城
県
女
川
町
を
訪
ね
た
。
女
川
町
は

宮
城
県
中
部
、
牡
鹿
半
島
の
付
け
根
に
位
置
し
、

仙
台
か
ら
は
車
で
１
時
間
半
程
度
。
Ｊ
Ｒ
石
巻
線

の
終
着
駅
の
あ
っ
た
町
だ
が
、
津
波
で
街
は
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
有
数
の
サ
ン
マ
の
水
揚
げ

を
誇
る
女
川
漁
港
を
有
し
、
カ
キ
や
銀
ザ
ケ
な
ど

の
養
殖
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
北

電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
が
建
つ
自
治
体
で
も
あ

る
。
町
に
は
全
部
で
１９
の
港
が
あ
り
、
う
ち
外
洋

に
面
し
た
１６
の
港
が
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
施

設
が
全
損
し
た
。
町
全
体
が
約
１
ｍ
地
盤
沈
下
し

満
潮
時
に
は
漁
港
が
水
没
し
て
し
ま
う
た
め
、
復

旧
・
復
興
は
急
を
要
す
る
。

川
崎
市
か
ら
は
、
港
湾
支
部
の
仲
間
が
港
の
復

興
業
務
の
応
援
の
た
め
に
、
リ
レ
ー
方
式
で
継
続

的
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
港
を
中
心
に
町
を
回
り

な
が
ら
女
川
町
建
設
課
漁
港
係
の
堂
賀
貞
義
技
術

参
事
に
被
災
当
時
の
状
況
や
復
興
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
う
か
が
い
、
川
崎
市
か
ら
の
派
遣
職
員
で

あ
る
有
留
俊
輔
さ
ん
か
ら
も
話
を
聴
い
た
。
取
材

に
は
港
湾
支
部
か
ら
も
渡
邉
栄
一
書
記
長
と
、
派

遣
業
務
経
験
者
の
明
野
孝
典
さ
ん
が
同
行
し
た
。

「すぐに判断されてやりやすい」
「１００％満足しています」
派遣の業務を通じたつながり

高
台
か
ら
の
女
川
港

再
生
へ
の
動
き
は
急

標
高
１６
ｍ
の
高
台
に
位
置
し
た

女
川
病
院
か
ら
港
の
状
況
を
見
渡

し
な
が
ら
話
を
聴
い
た
。
津
波

は
、
病
院
の
１
階
ま
で
押
し
寄

せ
、
眼
下
に
広
が
る
街
は
こ
と
ご

と
く
壊
さ
れ
た
と
い
う
。

萩
原

女
川
漁
港
は
、
ど
ん
な
港

な
ん
で
し
ょ
う
か
？

堂
賀

女
川
は
全
国
屈
指

の
第
三
種
漁
港
で
す
。
水

揚
げ
額
は
６０
億
か
ら
９０
億

円
く
ら
い
。
塩
釜
は
マ
グ

ロ
、
気
仙
沼
だ
と
フ
カ
ヒ
レ
の
原

料
に
な
る
サ
メ
の
よ
う
に
単
価
の

高
い
魚
が
代
表
的
で
す
が
、
女
川

は
サ
ン
マ
・
サ
バ
な
ど
の
大
衆
魚

や
水
揚
げ
日
本
一
の
銀
ザ
ケ
な
ど

を
主
に
揚
げ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
魚
介
が
毎

日
の
よ
う
に
揚
が
り
ま
す
。

萩
原

港
の
復
旧
・
復
興
は
進
ん

で
い
ま
す
か
？

堂
賀

（
高
台
か
ら
指
さ
し
な
が

ら
）
市

場

の

前

の

岸

壁

が

約

１
４
０
ｍ
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

県
が
こ
れ
を
迅
速
に
応
急
嵩
上
げ

し
て
く
れ
た
の
で
、
い
ち
早
く
水

揚
げ
が
再
開
で
き
ま
し
た
。
お
か

げ
で
昨
年
の
水
揚
げ
も
例
年
の
３

割
近
く
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。
遠

方
に
カ
タ
ー
ル
か
ら
２０
億
円
の
支

援
を
受
け
て
完
成
し
た
冷
蔵
施
設

（
写
真
①
奥
）
が
見
え
ま
す
。
そ

の
手
前
に
市
場
、
市
場
の
事
務

所
、
製
氷
工
場
（
写
真
②
奥
）
。

水
産
に
と
っ
て
氷
の
確
保
は
重
要

で
す
か
ら
ね
。
反
対
側
の
岸
壁
背

後
に
も
製
氷
工
場
を
再
建
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
漁
船
に
給

油
、
給
水
し
た
り
す
る
エ
リ
ア
で

す
が
復
興
に
は
も

う
少
し
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
あ
ち

ら
の
高
台
に
は
仮

設
の
商
店
街
が
で

き
て
、
少
し
ず
つ

で
す
け
ど
施
設
の

復
興
が
進
ん
で
い

ま
す
。

萩
原

地
盤
沈
下

や
瓦
れ
き
の
影
響

も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
。

堂
賀

実
は
、
湾

口

部

に

長

さ

約

３
０
０
ｍ
の
巨
大
な
津
波
防
波
堤

が
南
北
２
本
あ
っ
た
ん
で
す
。
お

よ
そ
幅
１２
ｍ
、
高
さ
２０
ｍ
、
１
個

当
た
り
数
千
ト
ン
の
「
ケ
ー
ソ

ン
」
が
防
波
堤
を
形
成
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
が
津
波
の
強
烈
な
引

き
波
で
全
部
沖
側
に
転
が
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
ど
う
し
て
も

邪
魔
な
も
の
だ
け
は
撤
去
し
て
同

じ
場
所
に
復
旧
し
よ
う
と
工
事
し

て
い
ま
す
（
写
真
③
）
。
眼
下
の

岸
壁
で
は
、
使
え
る
岸
壁
が
少
な

い
の
で
、
嵩
上
げ
の
代
わ
り
に
土

の
う
を
設
置
し
て
急
場
を
し
の
い

で
い
ま
す
。
県
で
は
全
岸
壁
の
復

旧
工
事
を
発
注
し
て
い
る
の
で
、

港
の
体
を
な
す
の
は
２
年
後
で
し

ょ
う
。

萩
原

瓦
れ
き
な
ど
は
撤
去
さ
れ

て
い
る
の
に
、
目
の
前
の
建
物

（
写
真
④
）
は
残
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。

堂
賀

こ
れ
は
離
島
航
路
の
『
江

の
島
会
館
』
と
い
う
ビ
ル
で
、
津

波
で
建
物
が
横
倒
し
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
他
に
も
同
様
の
建
物
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

「
遺
構
」
と
し
て
保
存
し
、
後
世

に
被
害
を
伝
え
る
構
想
が
あ
り
ま

す
が
、
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

方
々
に
と
っ
て
つ
ら
い
こ
と
を
思

い
出
す
と
い
う
こ
と
で
保
存
に
反

対
す
る
意
見
が
根
強
い
の
も
事
実

で
す
。

漁
船
の
８
割
が
沈
没
・
流
出

漁
港
の
復
旧
は
…
尾
浦
漁
港
で

堂
賀

こ
こ
が
尾
浦
漁
港
で
す
。

漁
業
者
が
多
く
、
昔
か
ら
、
カ

キ
、
銀
ザ
ケ
、
ホ
タ
テ
、
ホ
ヤ
の

養
殖
が
盛
ん
で
す
。
も
と
も
と
女

川
に
は
漁
船
が
１
０
０
０
隻
余
り

あ
っ
た
の
で
す
が
、
８
割
が
流
出

し
ま
し
た
。
で
も
こ
こ
は
、
対
岸

の
出
島
が
防
波
堤
代
わ
り
に
な
っ

て
外
洋
の
影
響
を
受
け
に
く
い
た

め
か
、
難
を
逃
れ
た
漁
船
が
多
い

ん
で
す
。

震
災
直
後
は
、
各
港
の
残
っ
た

漁
船
を
ひ
と
ま
ず
係
留
で
き
る
よ

う
に
必
要
最
小
限
の
延
長
で
岸
壁

を
仮
復
旧
し
ま
し
た
。
船
が
減
っ

た
こ
と
で
真
に
必
要
な
施
設
量
も

考
え
直
す
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま

す
。
必
ず
し
も
全
て
の
施
設
を
復

旧
さ
せ
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

萩
原

全
て
が
直
せ
な
い
と
な
る

と
、
漁
師
さ
ん
た
ち
の
同
意
を
得

る
の
は
大
変
な
こ
と
で
は
な
い
で

す
か
？

堂
賀

説
得
し
ま
し
た
。
せ
め
て

不
公
平
感
が
出
な
い
よ
う
意
向
調

整
し
な
が
ら
工
事
を
同
時
進
行
さ

せ
て
い
ま
す
。
考
え
の
違
う
集
落

間
の
課
題
調
整
も
時
間
は
か
か
り

ま
し
た
が
何
と
か
ま
と
め
て
き
ま

し
た
。

萩
原

尾
浦
漁
港
の
復
旧
は
ど
ん

な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

堂
賀

尾
浦
の
場
合
は
、
残
っ
た

船
の
数
に
合
わ
せ
て
９０
ｍ
の
長
さ

に
わ
た
っ
て
岸
壁
を
嵩
上
げ
し
ま

し
た
（
写
真
⑤
）
。

萩
原

一
か
所
に
集
め
ち
ゃ
え
ば

い
い
や
、
と
い
う
ほ
ど
簡
単
に
す

む
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

…
現
場
を
視
察
し
な
が
ら
の
話
と
、
詳
細
を
聴
い
た
会
議
室
で
の

話
を
３
回
に
わ
た
っ
て
お
届
け
す
る
予
定
。
こ
の
号
で
は
外
を
回

り
な
が
ら
う
か
が
っ
た
復
興
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
。

萩
原

有
留
さ
ん
は
赴
任
し
て
１０

日
ほ
ど
で
す
が
、
慣
れ
ま
し
た

か
？

有
留

そ
う
で
す
ね
。
み
ん
な
良

い
人
ば
か
り
な
の
で
。

萩
原

何
が
大
変
で
す
か
？

堂
賀

言
葉
？

有
留

言
葉
も
ち
ょ
っ
と
聞
き
取

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
け

ど
、
設
計
の
や
り
方
も
川
崎
の
職

場
と
は
違
い
、
シ
ス
テ
ム
な
ど
に

慣
れ
る
ま
で
悪
戦
苦
闘
で
す
。

萩
原

こ
の
町
や
職
員
の
大
変
さ

と
か
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
で
感
じ

ら
れ
ま
す
？

有
留

隣
の
復
興
推
進
課
は
、
常

に
遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
係
で
は
、
漁
港
の
人

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
願
い
の
電
話

が
、
堂
賀
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
か
か

っ
て
き
ま
す
が
、
け
っ
こ
う
危
機

迫
っ
て
い
る
と
い
う
か
…
生
活
に

直
結
し
て
い
る
話
が
多
い
の
で
。

そ
う
い
う
の
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
る
と
、
や
っ
ぱ
り
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。

萩
原

川
崎
市
の
大
変
さ
と
は
、

や
っ
ぱ
り
違
い
ま
す
か
？

有
留

違
い
ま
す
。
川
崎
の
港
湾

職
場
は
、
民
間
事
業
者
が
相
手
な

の
で
、「
こ
の
日
ま
で
に
や
ら
な
き

ゃ
」
と
い
う
危
機
迫
っ
て
い
る
よ

う
な
感
じ
は
少
な
い
で
す
か
ら
。

堂
賀

聴
い
て
み
る
と
住
宅
の
問

題
な
ど
、
自
分
の
業
務
と
関
係
な

い
こ
と
ま
で
言
わ
れ
ま
す
が
、
知

ら
ん
顔
も
で
き
な
い
。
顔
が
見
え

る
関
係
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と

が
結
構
あ
る
ん
で
す
よ
。

萩
原

川
崎
市
で
仕
事
す
る
の

と
、
何
が
大
き
く
違
い
ま
す
か
？

明
野

決
定
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
す

ご
く
あ
り
ま
す
。
相
談
す
る
と
す

ぐ
的
確
に
判
断
し
て
く
れ
て
、
下

の
人
が
動
き
や
す
い
で
す
ね
。

堂
賀

う
れ
し
い
ね
。

明
野

そ
う
い
う
中
で
、
仕
事
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

萩
原

や
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
か
ら
、
が
ん
ば
れ
る
環
境

が
あ
る
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。

有
留

川
崎
市
の
仕
事
で
は
、

「
調
整
」
ま
で
自
分
で
入
り
ま
す

が
、
今
は
実
務
に
徹
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
普
段
よ
り
仕
事
が

は
か
ど
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

堂
賀

こ
ち
ら
に
応
援
に
来
て
く

れ
た
人
た
ち
は
、「
女
川
」
と
い

う
響
き
が
出
る
と
、
す
ぐ
関
心
持

っ
て
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
見
て
く
れ
る

そ
う
で
嬉
し
い
で
す
ね
。

萩
原

ふ
と
し
た
時
に
「
ど
う
し

て
る
か
な
」
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

明
野

派
遣
か
ら
戻
っ
た
職
員

は
、
全
員
、
女
川
町
の
職
員
バ
ッ

ジ
を
自
席
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
付
け

て
い
ま
す
よ
。

萩
原

そ
れ
は
何
か
分
か
る
気
は

し

ま

す

ね
。「
行

っ

た

ん

だ

ぞ

っ
」
て
い
う
（
笑
）

渡
邉

川
崎
だ
っ
て
大
き
な
災
害

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
被
災
地
で
復
興
業
務
を
経
験

し
て
い
る
と
い
う
の
は
強
み
だ
と

思
い
ま
す
。

堂
賀

そ
の
時
は
私
、
率
先
し
て

応
援
に
行
き
ま
す
か
ら
。
川
崎
市

さ
ん
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な

り
、
う
ち
の
仕
事
に
関
し
て
は
、

１
０
０
％
満
足
し
て
い
ま
す
。
仕

事
の
や
り
方
も
普
段
と
違
う
と
思

う
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
順
応
性
が

高
く
、
真
の
意
味
で
機
動
力
に
な

っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
９
月
の
村

上
君
に
始
ま
り
、
明
野
、
徳
、
矢

原
、
前
田
、
そ
し
て
今
の
有
留
君

と
み
ん
な
川
崎
市
の
看
板
を
背
負

っ
て
し
っ
か
り
仕
事
し
て
く
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

高台に建つ女川病院も１階まで津波が押
しよせた（写真の右の柱の赤い線まで）

①完成した冷蔵施設
（奥の白い建物）

②少しずつ復興が進
んでいる市場周辺

③砕かれる「ケーソン」④「遺構」として残す構想もあるが…

⑤岩壁をかさ上げした尾浦漁港

再生めざす町の支援に
第1 7 2 3号（８）（昭和２７年１２月１７日第三種郵便物認可）川 崎 市 職 労（発行日毎月５・１５・２５日）2 0 1 3年1月5日
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萩
原

震
災
か
ら
１
年
半
が
経
過

し
ま
す
が
、
復
興
に
向
け
た
具
体

的
な
動
き
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
？

堂
賀

「
女
川
町
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
計
画

の
期
間
を
示
し
、
ま
ず
壊
れ
た
も

の
を
直
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
「
復

旧
期
」
に
始
ま
り
、
来
年
度
か
ら

３
年
間
は
、
住
民
が
永
住
で
き
る

よ
う
な
環
境
に
整
え
て
い
く
と
い

う
「
基
盤
整
備
期
」
。
４
年
後
の
２

０
１
６
年
度
か
ら
が
「
本
格
復
興

期
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
復

興
事
業
の
た
め
に
は
、
概
算
で
２

２
０
０
億
円
か
か
る
予
定
で
す
。

萩
原

計
画
を
作
る
に
は
、
そ
の

前
に
い
ろ
ん
な
議
論
等
が
あ
る
と

思
う
の
で
す
が
。

堂
賀

震
災
直
後
、
当
時
の
町
長

か
ら
「
女
川
町
を
ど
う
い
う
ふ
う

に
再
生
す
る
か
考
え
て
み
ろ
」

と
、
そ
れ
だ
け
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
町
で
ど
ん
な

事
象
が
起
き
た
の
か
検
証
し
よ
う

と
、
自
分
た
ち
で
被
災
状
況
の
把

握
と
町
全
体
の
測
量
を
始
め
ま
し

た
。
岸
壁
は
使
え
る
状
態
な
の

か
、
港
と
し
て
機
能
す
る
の
か
、

町
は
ど
こ
ま
で
浸
水
し
た
の
か
等

で
す
。
実
は
、
一
様
に
１
ｍ
土
地

が
沈
下
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
地
盤
の
善
し
悪
し
で
地

盤
沈
下
量
も
違
っ
て
い
て
、
ひ
ど

い
と
こ
ろ
で
は
１
・
７
ｍ
も
沈
下

し
て
い
ま
し
た
。
津
波
の
痕
跡
高

さ
の
違
い
で
地
域
に
よ
っ
て
現
象

を
異
に
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。
津
波
の
一
番
高
い
到
達

点
は
、
２１
・
７
ｍ
。
今
回
の
津
波

は
、
千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
て
ま

す
が
、
浸
水
し
た
エ
リ
ア
を
あ
き

ら
め
、
山
を
削
っ
て
高
台
に
住
宅

地
を
求
め
る
構
想
は
誰
も
が
思
い

描
い
た
は
ず
で
す
。

萩
原

丘
を
作
っ
ち
ゃ
お
う
、
と

い
っ
た
感
じ
で
す
か
ね
。

堂
賀

は
い
。
階
段
状
に
山
を
造

成
し
て
。
国
道
へ
つ
な
が
る
広
い

道
の
配
置
を
軸
に
、
目
的
地
へ
最

短
距
離
で
行
け

る
よ
う
に
と
復

興
案
を
作
っ
た

ん
で
す
が
、
実

際
に
は
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
が
考
え
た
全
く
違

う
青
写
真
が
復
興
計
画
の
原
形
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
私
た
ち
は

技
術
屋
と
し
て
譲
歩
で
き
な
い
部

分
に
不
満
を
ぶ
つ
け
ま
し
て
ね
。

例
え
ば
、
当
時
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
は
、

駅
を
山
側
の
高
台
に
移
転
し
た
計

画
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
勾
配

で
あ
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
で
あ
っ
た

り
、
乗
り
心
地
の
悪
さ
を
伴
っ
て

設
計
条
件
が
き
つ
く
な
る
ん
で
す
。

萩
原

低
地
に
あ
っ
た
駅
を
山
側

に
移
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
女

川
は
終
着
駅
だ
か
ら
ど
う
に
で
も

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

堂
賀

構
想
と
し
て
は
面
白
い
と

思
い
ま
す
が
、
技
術
的
に
無
理
が

あ
る
し
、
現
実
的
で
は
な
い
。
第

一
、
終
着
駅
は
誰
が
利
用
す
る
の

か
考
え
る
べ
き
だ
と
言
い
ま
し

た
。
高
台
で
は
利
用
率
の
悪
い
駅

に
な
り
ま
す
よ
と
。
今
ま
で
の
場

所
が
ベ
ス
ト
だ
と
い
う
こ
と
を
主

張
し
ま
し
た
。
ま
た
、
駅
舎
を
崩

れ
や
す
い
山
の
ふ
も
と
に
押
し
付

け
る
案
も
否
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
私
見
で
す
が
、
基

幹
産
業
を
は
じ
め
観
光
資
源
の
開

発
を
展
開
す
る
場
所
な
ど
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
エ
リ
ア
と
こ
の

終
着
駅
を
結
び
つ
け
る

べ
き
だ
と
思
う
ん
で

す
。

萩
原

県
に
要
請
す
べ
き
と
こ
ろ

も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

堂
賀

ど
う
で
し
ょ
う
。
県
も
金

が
な
い
の
で
渋
い
で
す
か
ら
ね
。

全
額
国
庫
負
担
だ
か
ら
何
や
っ
て

も
い
い
と
い
う
話
じ
ゃ
な
く
て
、

皆
さ
ん
の
税
金
で
も
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
ふ
る
い
に
掛
け
て
真
に

必
要
な
も
の
を
選
ぶ
。
行
政
も
良

識
的
考
え
を
持
つ
べ
き
だ
と
思
う

ん
で
す
。

町
民
と
築
く
津
波
対
策

責
任
感
ゆ
え
に
失
っ
た
命

萩
原

町
が
考
え
る
津
波
対
策
に

つ
い
て
う
か
が
い
た
い
の
で
す
が
。

堂
賀

ま
ず
、
今
回
来
た
津
波
規

模
で
も
ク
リ
ア
で
き
る
高
さ
を
標

高
２５
ｍ
に
設
定
し
、
新
し
く
造
成

す
る
住
宅
地
は
そ
れ
以
上
の
と
こ

ろ
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
は
協
議
中
で
す
が
、
明
治
三

陸
津
波
の
規
模
を
想
定
す
る
と
、

女
川
に
は
最
大
で
４
・
４
ｍ
の
津

波
が
来
る
と
机
上
解
析
さ
れ
ま
し

た
。
町
は
、
４
・
４
ｍ
に
１
ｍ
足

し
た
５
・
４
ｍ
の
高
さ
で
国
道
を

整
備
し
、
背
後
の
土
地
を
防
護
す

る
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
て
県
知
事
が
防
潮
堤
整
備

を
強
く
要
請
し
て
き
て
い
ま
す
。

た
だ
で
さ
え
狭
い
土
地
柄
、
海
辺

の
水
産
業
界
が
そ
れ
を
望
ん
で
い

な
い
等
の
理
由
か
ら
ず
っ
と
拒
否

し
続
け
て
い
ま
す
。
知
事
の
掲
げ

る
「
人
命
も
財
産
も
守
る
」
と
し

た
理
想
形
は
理
解
し
て
る
ん
で

す
。
で
も
女
川
の
防
潮
堤
機
能

は
、
嵩
上
げ
し
た
国
道
が
果
た
す

と
固
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防

り
く
こ
う

潮
堤
に
は
「
陸
閘
」
と
い
う
、
通
用

門
が
あ
る
ん
で
す
が
、
今
回
の
津

波
で
責
任
感
が
あ
る
ば
か
り
に
、

こ
の
門
の
閉
門
に
関
わ
っ
た
多
く

の
消
防
関
係
者
の
方
が
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
女
川
町
で
は

陸
閘
は
つ
く
ら
な
い
と
震
災
前
か

ら
姿
勢
を
崩
し
て
い
ま
せ
ん
。

萩
原

水
産
加
工
場
な
ど
の
建
築

物
は
そ
の
ま
ま
建
て
る
の
で
し
ょ

う
か
。

堂
賀

土
木
用
語
で
は
、
堤
を
境

に
守
ら
れ
る
エ
リ
ア
を
「
堤
内

地
」
。
浸
水
す
る
危
険
性
の
あ
る

エ
リ
ア
を
「
堤
外
地
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
堤
外
地
に
作
る
工

場
な
ど
の
建
築
物
は
、
万
一
津

波
が
き
て
も
１
階
は
全
部
壊
れ

て
波
の
力
を
開
放
し
、
２
階
が

残
る
よ
う
な
構
造
に
す
る
と

か
、
そ
の
辺
も
工
夫
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

気
丈
に
生
き
る
人
た
ち

船
を
失
っ
た
今
後
が
心
配

萩
原

復
興
に
向
け
て
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
雰
囲
気
は
ど
ん
な
感

じ
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

堂
賀

努
め
て
笑
っ
て
生
活
し
て

い
る
よ
う
に
映
る
ん
で
す
よ
。
町

民
と
同
じ
よ
う
に
、
家
族
を
亡
く

さ
れ
た
職
員
も
、
話
し
か
け
る
と

笑
顔
な
ん
で
す
。
日
常
の
会
話
の

中
に
、
ど
う
し
て
も
「
津
波
」
と

い
う
家
族
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を

連
想
さ
せ
る
言
葉
が
出
て
き
ま

す
。
そ
れ
な
し
に
は
会
話
が
成
立

し
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
。
た
だ
、
皆
さ
ん
本
当
に
気
丈

に
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
人
生
な
ん
で
前
を
向

い
て
生
き
る
ぞ
、
と
い
う
雰
囲
気

で
す
。
だ
か
ら
、
私
の
よ
う
に
ベ

ガ
ル
タ
仙
台
の
応
援
に
行
っ
て
、

騒
い
で
く
る
、
そ
う
い
う
忘
れ
る

時
間
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
。

萩
原

あ
れ
だ
け
の
津
波
が
き

て
、
船
も
無
く
し
て
、
も
う
陸
に

上
が
っ
て
し
ま
う
漁
師
さ
ん
は
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

堂
賀

い
ま
す
。
い
ま
す
。

萩
原

漁
師
さ
ん
と
し
て
長
く
仕

事
を
し
て
こ
ら
れ
た
方
が
、「
も

う
船
は
い
い
よ
」
っ
て
お
っ
し
ゃ

っ
た
そ
の
後
、
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

町
は
ど
う
関
わ
る
で
し
ょ
う
か
。

堂
賀

船
が
な
く
な
っ
た
か
ら

と
、
建
設
会
社
で
働
く
人
が
何
人

か
い
ま
す
。
漁
師
を
や
め
る
か
ど

う
か
迷
っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う

で
す
。
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
中

で
、
転
業
が
簡
単
に
で
き
る
「
つ

ぶ
し
」
が
効
く
人
は
、
あ
ま
り
い

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。

一
時
的
に
他
の
職
に
就
く
の
は
良

い
と
思
う
ん
で
す
が
、
あ
る
若
者

に
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
漁
業

に
戻
る
よ
う
話
し
て
い
ま
す
。

萩
原

そ
の
た
め
の
漁
港
復
興
で

あ
り
、
水
産
加
工
場
の
集
中
復
興

で
あ
り
と
い
う
こ
と
を
構
想
し
て

い
る
女
川
町
な
ん
で
す
ね
。
病
院

に
求
人
票
が
貼
っ
て
あ
り
ま
し
た

が
、
や
っ
ぱ
り
業
種
は
限
ら
れ
て

い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。「
も
う

辞
め
た
」
っ
て
思
わ
れ
た
方
が
ど

う
な
る
の
か
な
と
か
、
ど
う
さ
れ

る
の
か
な
っ
て
思
い
ま
し
て
。

堂
賀

離
島
を
含
め
た
観
光
産
業

化
の
計
画
が
あ
り
、
雇
用
の
場
の

創
出
も
考
え
て
い
ま
す
。
で
き
れ

ば
、
県
外
か
ら
人
を
寄
せ
て
永
住

し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
環
境
づ
く

り
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
ん

で
す
。
た
だ
、
来
年
度
で
女
川
に

は
高
校
が
な
く
な
り
、
学
校
は
、

小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
震
災
以
前

か
ら
統
廃
合
は
進
ん
で
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
が
高
校
生
に
な

れ
ば
町
か
ら
出
て
い
く
こ
と
に
な

り
、
大
き
な
街
の
利
便
性
に
染
ま

る
と
町
に
は
帰
っ
て
来
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
住
め
ば
本
当
に

い
い
町
な
ん
で
す
が
…
。

川崎から
女川町へ

再
生
め
ざ
す
町
の
支
援
に

②

命
守
り
町
の
活
性
に
向
か
っ
て

▲穏やかさを取り戻した海だが
漁業や町の再生はまだ途上

▼高台に建てられた町の仮庁舎

女
川
原
発
と
町
の
財
政
・
住
民
感
情

萩
原

町
の
中
の
女
川
原
発
へ

の
思
い
は
震
災
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
し
た
か
。

堂
賀

変
わ
っ
た
で
し
ょ
う

ね
。
み
ん
な
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

を
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
原
発

の
怖
さ
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、

一
方
で
、
地
元
に
お
金
を
落
と

し
て
き
た
。
交
付
税
も
去
年
は

６
億
円
で
し
た
か
。
し
か
し
今

年
は
燃
料
棒
入
っ
て
い
ま
せ
ん

か
ら
ゼ
ロ
で
す
。
年
々
減
少
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
ま
で
女
川

町
は
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団

体
だ
っ
た
ん
で
す
。

村
松

町
の
財
政
的
な
恩
恵
と

い
う
点
で
は
再
稼
働
と
い
う
考

え
も
あ
る
の
か
、
福
島
の
例
が

あ
る
の
で
、
や
っ
ぱ
り
止
め
る

と
い
う
考
え
な
の
か
、
考
え
方

は
分
か
れ
て
い
ま
す
か
？

堂
賀

本
当
に
難
し
い
問
題
で

す
。
Ｃ
Ｏ
２

を
出
さ
な
い
、
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

こ
と
で
原
発
を
誘
致
し
た
経
緯

が
あ
り
、
熱
効
率
が
良
い
も
の

と
し
て
、
み
ん
な
認
め
て
は
い

る
ん
で
す
よ
。
恩
恵
の
一
方

で
、
重
篤
な
事
故
が
現
に
起
き

て
し
ま
っ
た
。
行
政
の
判
断
が

非
常
に
難
し
い
。

萩
原

復
興
会
議
の
中
で
原
発

に
つ
い
て
、
議
論
に
は
な
っ
て

な
い
ん
で
す
か
？

堂
賀

少
な
く
と
も
私
が
入
っ

た
中
で
は
な
い
で
す
。
次
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
す
る
の
か
、

石
油
、
石
炭
を
メ
イ
ン
に
で
き

る
の
か
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
は
ど
う

す
る
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が

は
っ
き
り
し
な
い
中
で
、
町
民

と
し
て
も
安
易
に
結
論
を
出
せ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

萩
原

町
内
に
あ
っ
た
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
（
地
上
２
階
建

て
）
は
、
丸
ご
と
浸
水
し
た
こ

と
か
ら
、
監
視
体
制
を
ど
こ
に

置
く
か
、
東
北
電
力
や
県
、
女

川
町
で
ど
こ
か
で
議
論
す
る
場

は
あ
る
ん
で
す
か
？

堂
賀

そ
れ
は
最
低
限
、
必
要

で
す
よ
ね
。
今
後
、
再
度
燃
料

棒
を
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
。

萩
原

再
稼
働
の
是
非
を
別
に

し
て
も
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ

ー
の
被
災
状
況
を
見
た
ら
、

「
あ
ん
な
ん
じ
ゃ
だ
め
だ
よ
」

と
い
う
こ
と
は
、
み
ん
な
わ
か

っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

堂
賀

簡
単
に
壊
れ
る
の
は
困

る
。
何
で
あ
の
場
所
に
つ
く
ら

れ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
…

萩
原

高
台
に
な
い
限
り
、
津

波
か
ら
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

堂
賀

そ
の
通
り
で
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
町
の
消
防
署

も
、
海
に
面
す
る
低
い
場
所
に

建
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
先
々

を
見
と
お
し
て
税
金
を
使
う
べ

き
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

１
月
５
日
号（
新
年
号
）で
は
被
災
地
の

行
政
支
援
で
宮
城
県
女
川
町
に
派
遣
さ
れ

て
い
る
港
湾
支
部
組
合
員
の
有
留
俊
輔
さ

ん
を
訪
ね
た
リ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
た
。

今
号
と
次
号
に
か
け
て
女
川
町
建
設
課
漁

港
係
の
堂
賀
貞
義
技
術
参
事
に
う
か
が
っ

た
復
興
へ
の
想
い
と
経
過
を
お
伝
え
す
る
。

地図を見ながら堂賀参事の説明を聴く

第
８１５
回
出
題

（
川
崎
市
役
所
将
棋
部
）

初
級
問
題
・
十
五
手
詰
め

ヒ
ン
ト
・
３
手
目
に
注
意

【
前
回
解
答
】
�
２
三
金
�
同

銀
�
２
五
銀
�
同
玉
�
２
六
金

�
３
四
玉
�
３
五
金
行
く
�
４

三
玉
�
５
三
金
�
３
二
玉
�
２

二
角
成
�
４
一
玉
�
２
三
馬
�

�
３
二
金
合
�
４
二
銀

【
解
説
】
上
部
へ
逃
が
さ
な
い

よ
う
上
か
ら
打
ち
た
い
が
、
初

手
は
２
三
金
、
同
玉
は
早
詰

め
。
同
銀
に
２
五
銀
と
捨
て
て

の
２
六
金
打
ち
で
３
四
玉
に
３

五
金
行
く
。
４
三
玉
に
５
三
金

と
お
さ
え
て
の
２
二
角
成
り
、

２
三
馬
が
仕
上
げ
。

第1 7 2 4号（昭和２７年１２月１７日第三種郵便物認可）川 崎 市 職 労（５）2 0 1 3年1月1 5日 （発行日毎月５・１５・２５日）



20　自治研かながわ月報　2013年2月号（No.138）

����������������������������������������

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

玉
川

休
職
さ
れ
て
い
る
職
員
が

い
る
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

堂
賀

役
場
に
相
談
室
を
設
け

て
、
外
部
か
ら
専
門
家
を
呼
ん
で

常
駐
さ
せ
て
い
ま
す
。「
何
で
も
い

い
で
す
。
い
つ
で
も
い
い
で
す
」

と
い
う
相
談
体
制
は
あ
る
の
で
す

が
、
地
域
性
と
い
う
か
、「
人
に

相
談
す
る
の
は
恥
ず
か
し
い
」
と

い
う
思
い
や
、
抵
抗
感
が
あ
る
よ

う
で
す
。
先
生
が
若
く
、
し
か
も

女
川
町
に
住
ん
で
い
る
人
な
の

で
、
私
の
よ
う
な
５６
歳
の
人
が
心

を
開
い
て
全
部
話
す
か
と
い
う

と
、
そ
れ
も
疑
問
で
す
。

玉
川

少
な
く
と
も
実
働
す
る
組

織
の
ト
ッ
プ
は
、
当
事
者
の
状
況

で
あ
る
と
か
、
見
通
し
と
い
う
も

の
を
理
解
さ
れ
て
い
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
。

職
員
の
健
康
の
心
配

専
門
家
が
常
駐
し
て

堂
賀

そ
う
で
す
ね
。
職
場
の
同

僚
、
上
司
、
後
輩
が
、
仲
間
を
フ
ォ

ロ
ー
で
き
れ
ば
一
番
い
い
ん
で
し

ょ
う
け
ど
ね
。
た
だ
、
何
で
悩
ん
で

い
る
か
、
そ
の
原
因
す
ら
わ
か
ら

な
い
わ
け
で
す
よ
。「
震
災
だ
か

ら
」
と
い
う
ふ
う
に
片
づ
け
れ
ば

簡
単
な
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。

玉
川

震
災
が
原
因
と
は
限
ら
な

い
で
す
よ
ね
。

堂
賀

う
ん
。
こ
れ
ま
た
難
し
い

話
で
す
よ
ね
。
震
災
前
か
ら
休
職

さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
。

『
う
つ
』
と
い
う
言
葉
を
最
近
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
、
私
た

ち
。
１
カ
月
も
２
カ
月
も
健
康
な

の
に
何
で
休
ん
で
い
る
ん
だ
…
病

気
だ
と
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
何
回

か
、
休
み
と
復
職
を
繰
り
返
し
て

い
る
職
員
は
い
る
ん
で
す
よ
。

夢
を
こ
わ
さ
な
い
で

で
き
る
こ
と
を
速
く

玉
川

も
う
ひ
と
つ
。
盛
り
土
造

成
し
た
土
地
が
、
ボ
ロ
ボ
ロ
崩
れ

て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
大
き
く

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
盤
の
嵩

上
げ
が
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
女
川

町
の
復
興
に
大
き
な
課
題
だ
と
思

う
ん
で
す
が
、
盛
り
土
造
成
に
つ

い
て
考
え
て
い
る
点
が
あ
り
ま
す

か
。

堂
賀

山
を
崩
し
て
造
成
す
る
に

も
、
試
験
を
や
っ
た
上
で
判
断
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
極
端
な

話
、
固
い
岩
盤
だ
っ
た
ら
試
算
し

た
金
額
の
１０
倍
も
か
か
る
、
と
い

う
リ
ス
ク
も
考
慮
し
て
、「
判
定

す
る
た
め
の
試
験
を
し
ろ
」「
調

査
に
使
う
１
０
０
０
万
円
、
２
０

０
０
万
円
を
削
る
な
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
調
査
も
し
な
い
う
ち

に
、
今
の
復
興
計
画
に
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
果
た
し
て
良
か
っ
た

の
か
。
そ
れ
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

玉
川

盛
り
土
造
成
に
つ
い
て
、

懸
念
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は

計
画
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
感
じ
で
す
か
。

堂
賀

今
の
と
こ
ろ
は
そ
う
で
す

ね
。

玉
川

復
興
に
関
し
て
、
慎
重
に

現
状
を
把
握
す
る
こ
と
や
、
住
民

の
い
ろ
ん
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
で

調
整
し
て
い
く
の
は
、
す
ご
い
労

力
、
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
。
一
方
で
ス
ピ
ー
ド
感
も
求
め

ら
れ
て
、
一
方
で
丁
寧
に
や
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
。

堂
賀

落
と
し
所
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
夢
物
語
を

聞
か
せ
て
、「
検
討
し
ま
す
」
と
い

う
結
果
で
は
だ
め
な
ん
で
す
。

「
こ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う

こ
と
を
は
っ
き
り
と
伝
え
、
で
き

る
こ
と
を
並
べ
て
い
く
中
で
決
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
夢
を
壊
す

ん
じ
ゃ
な
く
て
、
実
現
可
能
な
と

こ
ろ
を
見
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ス

ピ
ー
ド
感
と
い
う
の
は
そ
こ
で
す

よ
ね
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
つ
と
い

う
の
は
、
実
現
性
が
あ
る
か
ど
う

か
に
も
か
か
っ
て
き
ま
す
。

玉
川

そ
れ
は
賢
明
な
判
断
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
神
戸
の
長

田
地
区
の
よ
う
な
話
も
あ
り
ま

す
。
震
災
以
前
は
平
屋
の
建
物
が

多
か
っ
た
商
業
地
域
を
大
き
な
ビ

ル
で
建
て
な
お
し
た
ん
で
す
。
き

れ
い
だ
し
、
人
も
い
っ
ぱ
い
来
そ

う
で
す
が
結
果
は
逆
で
、
２
階
以

上
の
お
店
は
、
お
客
さ
ん
が
来
な

く
て
全
部
シ
ャ
ッ
タ
ー
閉
め
て
し

ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
町
の
人
も
望

ん
だ
復
興
の
か
た
ち
で
す
が
、
か

え
っ
て
地
域
が
元
気
を
な
く
す
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
や
ニ
ー
ズ
、
で
き
る

こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
、
将
来
を

考
え
た
時
に
、
そ
れ
で
も
英
断
し

て
い
く
と
い
う
姿
勢
は
ど
こ
に
根

を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

堂
賀

リ
ス
ク
は
あ
る
ん
で
す

よ
。
た
だ
、
そ
れ
を
怖
が
っ
ち
ゃ

だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

慣
例
や
決
ま
り
ご
と
で
な
く

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
復
興

萩
原

復
興
だ
け
で
は
な
い
で
す

が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
専

門
性
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
感
と
、
町

を
知
ら
な
い
人
が
絵
を
描
く
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
感
を
知
っ
た
上
で

使
う
こ
と
が
重
要
で
す
よ
ね
。

堂
賀

１１
月
７
日
に
、
県
庁
に
行

っ
て
、
防
潮
堤
に
つ
い
て
話
を
し

て
き
た
の
で
す
が
、「
堤
外
地
」

い
わ
ゆ
る
波
を
か
ぶ
る
場
所
に
生

鮮
、
魚
を
売
る
ビ
ル
を
建
て
ま
す

と
い
う
絵
を
描
い
て
持
っ
て
行
き

ま
し
た
。
す
る
と
県
は
、
津
波
の

影
響
を
受
け
る
よ
う
な
場
所
に
集

客
施
設
を
作
っ
て
い
い
の
か
と
、

難
色
を
示
し
て
い
ま
す
。
で
も
、

物
を
売
る
な
ん
て
い
う
の
は
テ
ン

ト
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
っ
て
。

朝
市
み
た
い
に
、
買
い
物
か
ご
を

下
げ
て
、
２
階
、
３
階
へ
行
っ
て

鯛
を
買
い
ま
す
か
、
ア
ワ
ビ
買
い

ま
す
か
…
買
い
ま
せ
ん
よ
。
新
鮮

な
感
じ
に
見
せ
る
の
は
、
地
べ
た

が
水
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
汚
い
環

境
で
売
っ
て
い
た
方
が
お
客
さ
ん

が
来
た
り
し
ま
す
。「
自
分
だ
っ

た
ら
」
ど
う
い
う
店
に
買
い
に
い

く
か
、
と
い
う
こ
と
を
自
問
自
答

し
て
考
え
て
み
る
べ
き
で
す
。
慣

例
や
決
ま
り
ご
と
の
中
だ
け
で
な

く
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

復
興
が
で
き
る
視
点
が
欠
け
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。（

終
わ
り
）

１
月
５
日
号
か
ら
被
災
地
の
行
政
支
援
で
港
湾
支
部
組
合
員
が
継
続
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
宮
城

県
女
川
町
の
再
生
へ
の
動
き
を
お
伝
え
し
て
い
る
。
現
在
川
崎
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
は
有
留
俊

輔
さ
ん
。
前
号
に
続
き
女
川
町
建
設
課
漁
港
係
の
堂
賀
貞
義
技
術
参
事
に
う
か
が
っ
た
復
興
へ
の
想

い
と
経
過
を
お
伝
え
す
る
。
聞
き
手
は
萩
原
副
委
員
長
と
玉
川
政
策
部
長
。

川崎から
女川町へ

再
生
め
ざ
す
町
の
支
援
に

③

地
域
に
合
っ
た
復
興
で
な
け
れ
ば

港再生への強い想いを語る堂賀さ
ん（右）と

１１月から派遣されている港湾局の有留さ
ん

応
募
は
市
職
労
教
宣
部
ま

で
。
３０
人
の
方
に
千
円
の
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。
締
め

切
り
は
２
月
１８
日
、
発
表
は
２

月
２５
日
号
付
け
本
紙
。
正
解
者

が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
職
場
、
家
庭
で

の
身
の
ま
わ
り
の
で
き
ご
と
や

本
紙
へ
の
要
望
、
感
想
な
ど
を

「
ひ
と
こ
と
」
欄
に
書
い
て
お
送

り
下
さ
い
。『
ほ
っ
と
ら
い
ん
』

に
紹
介
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当
選

と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
１２
月
２５

日
号
の
当
選
者
（
敬
称
略
）
。

◆
舘
野
薫
（
藤
崎
保
育
園
）
小
宮

さ
と
み
（
上
小
田
中
保
育
園
）
千

葉
洋
子
（
日
吉
保
育
園
）
松
本
育

美
（
有
馬
保
育
園
）
森
岡
真
由
美

（
橘
保
育
園
）
田
村
裕
（
中
原
区

保
険
年
金
課
）
小
沢
亜
希
子
（
麻

生
区
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
）
上

野
聡
子
（
多
摩
区
企
画
課
）
波
多

野
道
子
（
高
津
区
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
課
）
伊
藤
つ
ば
さ

（
田
島
地
区
健
康
福
祉
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
松
長
根
直

樹
（
宮
前
区
地
域
振
興

課
）
藤
田
啓
二
（
会
計
室

出
納
課
）
府
川
祥
子
（
し

ん
ゆ
り
市
税
事
務
所
納
税

課
）
川
崎
秀
行
（
総
務
局

シ
ス
テ
ム
管
理
課
）
長
面

川
聡
（
川
崎
生
活
環
境
事

業
所
）
村
越
洋
二
（
橘
処

理
セ
ン
タ
ー
）
関
根
俊
郎

（
環
境
局
企
画
指
導
課
）

河
邊
藤
郎
（
浮
島
処
理
セ

ン
タ
ー
）
堀
内
和
典
（
多

摩
生
活
環
境
事
業
所
）
田

邉
恵
美
子
（
下
河
原
小
学

校
）
谷
口
祐
子
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◆
今
回
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人
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ん
（
市
民
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）
。
左
は
前
回

の
解
答
。

（職場）

フリガナ
（職員コード・名前）

（ひとこと）
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 編集後記巻頭言巻頭言

　「町内会役員の順番がまわり、会議に出たら、会長にされちゃって、状況を

聞いたら、入ってない人（世帯）が沢山いるので驚いたよ。それも、単身者

ではなく、家族のある世帯だ。隣近所の助け合い、遠くの親戚より近くの他

人と、教えられた世代からは考えられないよな。」そんな友人の話を聞き、ふ

と考えてみた。考えるうちに、今までの自分は、常に組織や活動への「参加

を促す」側にいたことに気が付いた。「参加を促される側」から見たらどうな

のか。

　帰属意識の低下や価値観の多様化、行政による直接サービスの拡大などが、

自治会・町内会の衰退の原因と言われる。しかし、「地縁的繫がり」の組織に、

防災や福祉、行政協力など様々な機能や目的が載せられ、行政に使われて来

たことが、拒絶を招いているのではないか。繋がりの希薄化はどこから生じ

たのだろうか。

　これらに変わって、市民が自主的に参加・参画でき、機能的に活動する組

織として、ボランティアとかＮＰＯが登場してきた。しかし、行政サイドか

ら「協働」が呼び掛けられ、地域と行政の役割分担が語られ、これまた利用

され感がある。

　行政サービス、公共サービスの質と役割が問われているとすると、参加組

織は、共同体か、機能体か、どちらかのみに属する組織はありえない。参加・

参画を求める市民の側も、協力を求める行政の側も、その在り方が問われて

いるのではないか。ニワトリかタマゴか的思考に陥ってしまいそうである。

　基本は、地域のそれぞれの人びとが、安心して安全に安定的な暮らしがつ

くられる ( をつくる ) ことにある。住民・市民の満足度はどこから湧き上がっ

てくるのか。考えているうちに結局「参加を促す」側の発想になってしまった。

　そして、「参加」の問題は解決していない。参加がなくなれば組織も活動も

崩壊する。自治・分権・参加などと、肯定的に使ってきた言葉だが、「参加さ

せられる」ことへの思いが欠けていたのか。労働組合役員の立場でもあり、「参

加したくなる」「参加があたりまえ」となる組織や活動について考えつづけたい。

「
参
加
」
に
つ
い
て
考
え
つ
づ
け
る
　
　
　黒
沢 

一
夫
（
自
治
労
神
奈
川
県
本
部
委
員
長
／
神
奈
川
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
）

（谷本有美子）

　長崎市内の認知症対応型共同生活介護施設のグループホームで火災が発生し、入所者数名が亡
くなった。施設にはスプリンクラーや防火扉が設置されておらず、それが被害を大きくさせた可能
性を消防は指摘する。また長崎市が、建築基準法で定める防火扉の設置を指導していたにもかかわ
らず、運営側が対応を怠っていたとの報道もある。
　「介護を社会化する」をスローガンに介護保険制度が導入され、すでに 10 年以上が経過したが、
在宅介護を優先させる法理念から、施設サービスの充足には程遠い。一方で医療保険の入院日数制
限の余波もあり、施設サービスに頼らなければ生活困難な高齢者は増加傾向にある。
　施設の安全対策は急がれるが、小規模経営の多いグループホームの負担増は、対象者が必要なサ
ービスを受ける機会を損ねる可能性もある。こうした施設の安全対策にこそ、公共事業より優先的
に公金を投じるべきではないだろうか。
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１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

800 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。
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会員になるには 会員の特典

かながわ 

☆センターのウェブサイト（http://kjk.gpn.co . jp/）をご利用下さい。→
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巻頭言「『参加』について考えつづける」
被災地の復興の現状と課題 ̶三陸沿岸・仮設住宅・ガレキ処理̶
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